
城北まちづくり協議会
～ 次年度以降の活動に向けての話し合い ～
【会長・副会長・部会長・副部会長】合同会議

日時 ２０２５年３月１１日 １９時００分～

場所 城北地区公民館３・４会議室

城北地区公民館

平成２５年シンボルマーク制定
城北愛と絆を深める

令和５年「あいさつ」シンボルマーク制定
あいさつで“つながり”、誰１人取り残さない
まちづくり
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1.本日の会の趣旨

令和６年度も終わりに近づき、次年度に向けての準備を
進める時期となりました。
   城北まちづくり協議会執行部役員（会長、副会長、部会
長、副部会長）が一堂に会して、本年度の活動を振り返ると
ともに、次年度に向けての活動の進め方を共有することを
通して、次年度の更なる発展に向けた基盤を築くことを目的
としています。

「城北まちづくり協議会」の原点に立ち返った取り組み



２．協議事項
① 情報共有と連携強化 【確認】
＊まちづくり協議会本来の在り方を共有し、連携を強化することで、協
議会全体の活動の質を向上させることを目指します。

＊「城北まちづくり生き生きプラン」の確認と見直しについて 

② 令和６年度の活動の振り返りをお願いします。 
＊本年度の活動における成果や課題を振り返り、次年度に活かすた
めの教訓を共有します。

③ 次年度の、各部の活動の進め方の大筋を確認します。
＊来年度に向けた具体的な活動の進め方と、円滑な運営を図るため
の方針を共有します。



市長が協働のまちづくり支援宣言を行い、財政的・ 人的な支援を行います。
≪支援宣言を受けるための要件≫
 ① 地域が一体となって課題解決に向けて取り組む組織であること 
 ② 地域内の誰もが参加できる組織であること
 ③ 規約を設け、公民館（拠点施設）に事務局を置く組織であること
 ④ 地域コミュニティ計画に沿って活動する組織であること

〇「まちづくり協議会」は、地域が一体となって課題解決を図ることを目的とし、
自主的な活動だけではなく、鳥取市と協働した取り組みを展開することを前
提 とした組織です。 （「協働のまちづくりガイドライン」より抜粋）

① 情報共有と連携強化 【確認】
＊まちづくり協議会本来の在り方を共有し、連携を強化することで、協議会全体の活動の質
を向上させることを目指します。

 ＊「城北まちづくり生き生きプラン」の確認と見直しについて 

【「まちづくり協議会」組織の成立】



④ 地域コミュニティ計画に沿って活動する組織であること

『元気で、楽しく、 心地よく、
住んでよかったと実感できる城北!』

このプランを基礎として、各町内会の
活動や地区行事等の住民活動がよりよ
く改善・充実され、その結果として、住民
が互いに助け合いながら、豊かな城北ラ
イフ(城北の地域生活)を実現されるよう
願っています。 【プラン作成の目的】





鳥取市の取り組み



【 まちづくり協議会】
① 地域コミュニティ計画に基づき、地域の身近な課題解決に向けた取組に対して財政 
的・ 人的に支援します。 

② 学びの成果を生かした住民主体のまちづくりを推進するため、地域のニーズをふまえ
つつ一括交付金事業の拡大を図ります。 

③ 取組の活性化や見直し等を目的とした研修会やフォーラムを開催します。
④ 地域に合った組織体制やコミュニティ計画の見直しを検討する地区に対して、必要に

 応じてアドバイザーを派遣します。
⑤ 地域拠点施設の管理運営を行おうとするまちづくり協議会に対して、必要な支援を行

 います。 
⑥ 積極的に地域課題の解決へ取り組むまちづくり協議会を後押しするため、新たな支援

 のあり方を検討します。
⑦ 持続可能なまちづくりに向けて、地域共生社会の実現に向けた取組を支援します。 

【 町内会（ 自治会）】
① 自治連合会等と連携して町内会の加入率の向上に向けて取り組みます。
② 地域コミュニティの維持や活性化を目的とした活動に対して支援します。
③ 市から町内会への依頼内容及び依頼方法の見直しに取り組み、町内会の負担軽減を 
図ります



② 令和６年度の活動の振り返りをお願いします 
＊本年度の活動における成果や課題を振り返り、次年度に活かすための教訓を共有します。

○総務・広報部会
     ①城北いこいの家運営費の拠出
②ホームページ管理費の拠出
③視察研修   ＊鷲羽山・下津井まちづくり推進協議会視察
④まちづくり広報誌の発行
⑤共助トラックの維持管理

     ⑥棚卸連携協議会 ＊町内会長等の負担軽減策【提案】

○福祉・健康部会
     ①集団検診
②グラウンドゴルフ大会
③結果説明会
④啓発チラシ作成
⑤いなば幸朋苑とのコラボ事業
 ＊認知症理解

○環境・安全部会
①ケヤキ通りSDGｓクリーン活動     ＊異年齢交流
②腐葉土の活用（プランター作り等）

○文化・交流部会
     ①５月～12月 月１回マルシェ
②あいさつ運動のぼり旗設置 ４月～12月 1日～10日
③日置・城北グラウンドゴルフ交流会 ＊日置地区
④こんにゃく芋の植え付け（日置早牛の畑）
⑤こんにゃく芋堀り（日置早牛の畑）
⑥こんにゃくづくり

     ⑦異年齢交流 ＊ボッチャ大会

【振り返りの視点】
①いきいきプランの理念を啓発・実現する活動だったか。
②多くの住民が参画し、地域が一体となって課題解決に取り組め
る活動だったか。
③費用対効果が期待できる活動だったか。（できたか）
④城北地域内の誰もが幅広く参加できる活動だったか。

「城北まちづくり協議会」
の原点に立ち返った取り
組み



③ 次年度の、各部の活動の進め方の大筋の確認
＊来年度に向けた具体的な活動の進め方と、円滑な運営を図るための方針を共有します。

具体的には、地域内の活動分野に応じた各種団体の“強み”を一つにまとめ
た り、各種団体の事業（活動）の狭間にある課題を掘り起こし、協議して解決に
向け て取り組むことを目的にしています。
    したがって、まちづくり協議会の活動計画は、組織の特性から、基本的に委員
各自が所属する団体、個々が感じている地域課題解決の協議を経て立てられる
べき ものだと考えます。

「城北まちづくり協議会」は、地域団体（住民）が一体となって地域課題を解
決することを目的に、横断的に活動を展開する有機的組織です。
【有機的組織とは】
•柔軟な役割分担：メンバーが固定された役割に縛られず、必要に応じて役割を変更することができます
•水平的な構造：上位と下位の区別が少なく、フラットな組織構造を持っています。
•チームワークの重視：メンバー同士の協力や情報共有が重視されます。
•自己組織化：メンバーが自律的に働くことが奨励され、中央集権的な管理が少ないです。
•迅速な意思決定：迅速に環境の変化に対応するために、意思決定のプロセスが効率的です。



安全・安心 自信と誇り・夢と希望にみちた城北のまちづくり
城北地区公民館

“つながり合えるまちづくり”の再構築

 町内の住民、みんなで協力できることが地域の力・・。

おわり

https://pbs.twimg.com/profile_images/514652976149835776/xnOWDiNg.png


運
営
の
見
直
し



生
活
イ
ン
フ
ラ

地
区
外
へ



地域活動の拠点施設としての公民館の役割について

幅広いニーズに柔軟に応える施設

地域コミュニティの維持と持続的な発展を支援するセンター的な役割や、
地域防災・地域共生社会を推進する拠点としての役割を公民館が担う。

【背景】 令和6年4月から、現行の社会教育法に基づく公民館条例が廃止され、
地方自治法に基づく、新たな地区公民館条例の運用が始まった。

目的

地域組織を支援する取組の一環

主な変更点

① 施設の所管を教育委員会から市長部局へ移管します。ただし、地区公民館で行われ
 る生涯学習事業は、引き続き教育委員会と連携しながら推進していきます。

② 利用制限を緩和し、公民館を利用できる対象範囲を拡大します。
③ 営利目的で公民館を使用する場合は、施設使用料を徴収します。

一括交付金制度も一環



地域 行政
地域と行政の

協働

地域活動・参画

支援・連携

『協働のまちづくり』とは、市民（地域）と市がそれぞれの役割と責任
を自覚し、対等の立場 で協力し合い、公共的課題の解決や地域の実
情に合わせたまちづくりに取り組むことで 豊かな地域社会を創造しよ
うとするものです。 （鳥取市「協働のまちづくりガイドライン」２０２２より抜粋）

『協働のまちづくり』を推進する『地域の未来づくり懇談会』 目的



コミュニティ
支援の強化

職員の資
質の向上

DXの推進
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